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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 下 顎 運 動 を 再 現 さ せ る 咬 合 器 に 取 り 付 け る も の で あ っ て 、 前 後 、 左 右
に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 且 つ 上 下 に 移 動 可 能 な 歯 列 模 型 調 整 板 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 咬
合 分 析 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 歯 列 模 型 調 整 板 は 、 左 右 に 分 割 し 、 個 別 に 前 後 に 回 動 可 能 に 支 持 し た
も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 咬 合 分 析 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 歯 列 模 型 調 整 板 は 、 回 転 可 能 と し た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 咬 合 分
析 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 歯 列 模 型 調 整 板 の 前 方 部 に 、 ア イ ポ イ ン ツ パ ラ レ ル チ ェ ッ カ ー を 備 え
た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 咬 合 分 析 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 歯 列 模 型 調 整 板 は 、 ウ ィ ル ソ ン の 湾 曲 に 形 成 し た も の で あ る 請 求 項 １
記 載 の 咬 合 分 析 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 下 顎 運 動 を 再 現 さ せ る フ ェ イ ス ・ ボ ウ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に 用 い る も の
で あ っ て 、 本 体 両 側 に 仮 想 咬 合 平 面 記 録 具 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ェ イ ス ・ ボ ウ 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 下 顎 運 動 を 再 現 さ せ る フ ェ イ ス ・ ボ ウ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に 用 い る も の
で あ っ て 、 本 体 正 面 に ア イ ポ イ ン ツ チ ェ ッ カ ー を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ェ イ ス ・ ボ ウ
。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 フ ェ イ ス ・ ボ ウ の 正 面 に 設 け た ア イ ポ イ ン ツ チ ェ ッ カ ー で 記 録 し た 瞳
孔 線 を 再 現 さ せ る も の で 、 瞳 孔 線 表 示 部 と 、 該 瞳 孔 線 表 示 部 を 回 動 可 能 に 支 持 し 下 顎 運 動
を 再 現 さ せ る 咬 合 器 の イ ン サ イ ザ ル ピ ン に 上 下 動 可 能 に 取 り 付 け る 支 持 部 と 、 に よ っ て 構
成 し た こ と を 特 徴 と す る ア イ ポ イ ン ツ パ ラ レ ル チ ェ ッ カ ー 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 フ ェ イ ス ・ ボ ウ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に よ り 顎 関 節 と 上 顎 の 位 置 関 係 及 び
仮 想 咬 合 平 面 を フ ェ イ ス ・ ボ ウ に 記 録 し た 後 、 前 後 、 左 右 、 上 下 に 調 整 す る 歯 列 模 型 調 整



板 を 備 え た 咬 合 分 析 装 置 を 取 り 付 け た 咬 合 器 に 該 フ ェ イ ス ・ ボ ウ を セ ッ ト し 、 該 フ ェ イ ス
・ ボ ウ の 仮 想 咬 合 平 面 の 記 録 を 、 該 咬 合 分 析 装 置 の 歯 列 模 型 調 整 板 に 再 現 す る こ と を 特 徴
と す る 咬 合 分 析 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 フ ェ イ ス ・ ボ ウ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に よ り 瞳 孔 線 を 記 録 し 、 こ れ を 咬
合 分 析 装 置 に 備 え た ア イ ポ イ ン ツ パ ラ レ ル チ ェ ッ カ ー に 再 現 す る も の で あ る 請 求 項 記 載
の 咬 合 分 析 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 フ ェ イ ス ・ ボ ウ ・ ト ラ ン ス フ ァ ー に よ り フ ェ イ ス ・ ボ ウ の 正 面 に 設
け た ア イ ポ イ ン ツ チ ェ ッ カ ー で 瞳 孔 線 を 記 録 し た 後 、 咬 合 器 に 該 ア イ ポ イ ン ツ チ ェ ッ カ ー
を セ ッ ト し 、 該 瞳 孔 線 の 記 録 を 、 該 咬 合 器 の イ ン サ イ ザ ル ピ ン に 設 け た ア イ ポ イ ン ツ パ ラ
レ ル チ ェ ッ カ ー に 再 現 す る こ と を 特 徴 と す る 咬 合 分 析 方 法 。
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